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い
歯
切
れ
の
よ
さ
と
、
若
者

に
嫌
わ
れ
る
癖
の
あ
る
い
や

味
の
な
さ
、
よ
い
あ
と
味
の

風
味
が
受
け
て
、
徐
々
に
フ

ァ
ン
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
。

▼
去
る
11
月
６
日
、
２
０
０

店
舗
の
参
加
で
大
賑
わ
い
し

た
平
塚
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
復

活
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
青

年
の
Ｋ
園
芸
が
売
り
場
を
設

け
、〝
伝
統
野
菜
・
幻
の
き

ゅ
う
り
相
模
半
白
節
成
〞
と

し
て
専
ら
そ
の
青
果
や
漬
物

を
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
老

若
と
も
に
人
気
が
あ
り
、
と

く
に
若
い
女
性
が
「
こ
れ
を

食
べ
た
ら
他
は
…
」
と
い
う

評
価
を
す
る
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
露
地
、
ハ

ウ
ス
と
年
３
作
型
で
販
売
期

間
を
広
げ
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
チ
ラ

シ
で
魅
力
を
た
く
み
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
▼
野
菜
の
情
報

は
巷
に
あ
ふ
れ
、
健
康
に
野

菜
を
と
各
種
の
啓
蒙
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
10
数

年
、
野
菜
の
消
費
は
伸
び
る

ど
こ
ろ
か
減
少
に
一
向
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
韓
国

を
筆
頭
に
欧
米
先
進
諸
国
は

い
ず
れ
も
順
調
に
伸
び
て
い

る
と
い
う
の
に
…
。
▼
施
設

野
菜
で
は
キ
ュ
ウ
リ
の
減
少

が
極
め
て
顕
著
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
打
ち
破
る
に

は
、
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
生
産

者
が
魅
力
の
あ
る
良
品
を
作

り
、
消
費
者
に
直
接
品
物
と

一
緒
に
魅
力
と
利
用
法
を
伝

え
る
手
段
し
か
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
（
板
木
技
術
士
事
務
所

板
木
利
隆
）

　

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
整
形

で
、
濃
緑
な
色
つ
や
が
綺
麗

な
ブ
ル
ー
ム
レ
ス
キ
ュ
ウ

リ
。
こ
れ
は
こ
れ
で
キ
ュ
ウ

リ
の
商
品
性
と
流
通
適
性
を

高
め
、
立
派
な
商
品
と
し
た

功
績
は
ま
こ
と
に
大
き
い

が
、
残
念
な
こ
と
に
家
庭
で

い
ち
ば
ん
身
近
で
親
し
ま
れ

た
、
浅
（
糠
）
漬
け
の
味
を

損
ね
、
主
役
の
キ
ュ
ウ
リ
が

退
潮
し
た
た
め
、
一
気
に
浅

漬
け
全
体
の
人
気
を
低
下
さ

せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め

な
い
。
▼
漬
物
に
美
味
し
い

キ
ュ
ウ
リ
。
か
つ
て
は
全
国

津
々
浦
々
に
た
く
さ
ん
の
品

種
が
栽
培
さ
れ
、
中
に
は
そ

れ
に
叶
う
も
の
が
存
在
し

て
い
た
が
、
い
ま
、
そ
の
特

長
を
う
た
っ
て
市
販
さ
れ
て

い
る
も
の
は
極
め
て
数
少
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

ん
な
中
に
「
相
模
半
白
」
が

あ
る
。
▼
正
し
い
品
種
名
は

「
相
模
半
白
節
成
」。
戦
時
中

の
混
乱
の
中
を
神
奈
川
県
が

精
農
家
と
と
も
に
品
種
の
純

度
を
保
ち
続
け
、
戦
後
い
ち

早
く
半
促
成
、
早
熟
栽
培
が

復
興
し
、
静
岡
・
神
奈
川
産

に
よ
り
東
京
市
場
を
席
巻
し

た
著
名
な
品
種
で
あ
る
。
こ

の
品
種
は
、
致
命
的
な
黒
星

病
の
大
発
生
と
、
サ
ラ
ダ
向

き
の
青
系
の
大
き
な
流
れ
に

耐
え
き
れ
ず
、
ま
も
な
く
姿

を
消
し
た
が
、
こ
の
品
種
を

復
活
さ
せ
よ
う
と
伝
統
的
な

キ
ュ
ウ
リ
産
地
平
塚
の
青
年

有
志
が
最
近
そ
の
栽
培
に
取

組
始
め
て
い
る
。
い
ま
出
回

っ
て
い
る
キ
ュ
ウ
リ
に
は
な

を
視
察
し
、
足
腰
の
強
い
ト

マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
経
営
の
実

現
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
い
た
し
ま
す
。
大
会
で
は
、

千
葉
大
学
元
学
長
の
古
在
豊

樹
先
生
に
「
夢
の
あ
る
施
設

園
芸
経
営
を
目
指
し
て
」
と

題
し
た
特
別
講
演
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
（
日
程
は
２
面

に
掲
載
）。
ま
た
、
28
日
の

つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
は
、

園
芸
資
材
・
種
苗
・
機
器
展

示
会
も
同
時
開
催
致
し
ま
す

（
写
真
は
、
植
物
工
場
千
葉

大
学
拠
点
の
外
観
）。

視
察
を
行
い
ま
す
。
後
援
は
、

農
林
水
産
省
、
茨
城
県
、
㈳

日
本
施
設
園
芸
協
会
、
Ｊ
Ａ

全
農
（
い
ず
れ
も
申
請
中
）。

協
賛
は
、
全
野
研
協
賛
会
、

茨
城
県
施
設
園
芸
研
究
会
、

㈱
農
協
観
光
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
全
国
の
ト

マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
の
施
設
園

芸
生
産
・
経
営
者
に
参
加
い

た
だ
き
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
生
産
が
抱
え
る
諸
問
題
の

解
決
に
参
考
と
な
る
新
技
術

や
先
進
生
産
事
例
を
紹
介
、

さ
ら
に
最
先
端
の
植
物
工
場

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術

研
究
会
（
全
野
研
、
八

幡
昭
雄
会
長
）、
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ

ト
実
行
委
員
会
（
大
山

寛
委
員
長
）
は
、「
第

２
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
サ
ミ
ッ
ト
in
つ
く

ば
」
を
２
月
28
・
29
日
、

茨
城
県
つ
く
ば
市
の
つ

く
ば
国
際
会
議
場
で
開

催
し
ま
す
。
29
日
に

は
、
植
物
工
場
実
証
・

展
示
・
研
修
事
業
の
農

研
機
構
・
つ
く
ば
拠

点
、
千
葉
大
学
拠
点
の

　

平
成
23
年
は
、
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
、
多
く
の
人
た
ち
が
生

命
や
財
産
を
失
わ
れ
た
事
を

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
23
年
は
、
農
業
全
般

に
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
年

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
私

た
ち
が
生
産
す
る
施
設
園
芸

に
も
大
き
な
被
害
が
あ
り
、

特
に
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、

茨
城
の
各
県
で
は
、
地
震
に

よ
る
施
設
や
農
産
物
の
被
害

や
、
津
波
に
よ
り
ハ
ウ
ス
が

流
さ
れ
る
映
像
を
テ
レ
ビ
等

で
何
度
も
放
映
さ
れ
、
私
た

ち
の
仲
間
が
大
き
な
被
害
に

遭
わ
れ
、
今
ま
で
研
究
・
努

力
し
て
き
た
こ
と
が
一
瞬
の

間
に
壊
滅
し
た
こ
と
に
心
が

痛
み
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、

停
電
に
よ
る
作
物
被
害
や
、

放
射
性
物
質
に
よ
る
農
作
物

の
風
評
被
害
等
、
解
決
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

全
野
研
で
は
、
平
成
23
年

３
月
初
旬
に
第
１
回
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
お
陰
様

で
、
若
い
生
産
者
を
中
心
に

多
く
の
参
加
を
頂
き
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
２
月
下
旬
に
開

催
す
る
第
２
回
ト
マ
ト
・
キ

ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
は
、
最
先

端
の
植
物
工
場
を
見
学
し
足

腰
の
強
い
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
経
営
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
の

つ
く
ば
国
際
会
議
場
に
お
い

て
、
千
葉
大
学
元
学
長
古
在

豊
樹
先
生
に
「
夢
の
あ
る
施

設
園
芸
経
営
を
目
指
し
て
」

と
題
す
る
基
調
講
演
を
い
た

だ
き
、
最
先
端
の
経
営
を
実

践
し
て
い
る
若
い
生
産
者
の

事
例
発
表
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
２
日
目
に
は
、
農

研
機
構
、
千
葉
大
学
の
ご
協

力
に
よ
り
植
物
工
場
施
設
拠

点
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し

多
く
の
生
産
者
が
最
先
端
の

技
術
を
学
び
、
日
本
施
設
園

芸
の
将
来
方
向
を
見
出
す
た

め
の
研
修
会
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
是
非
多
く

の
生
産
者
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

浅
漬
け
に
し
て
美
味
し
い
キ
ュ
ウ
リ

12月25日発行　第 3 号
発行所　全野研青年部
　　　　全野研 東京事務所 
東京都千代田区神田司町2－21
TEL 03－3233－3634
FAX 03－3233－3666
http://www.zenyaken.com
E-mail yasai@zenyaken.com

全 野 研 ニュース
全国野菜園芸技術研究会

野
菜
あ
れ
こ
れ

第
２
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト

つ
く
ば
市
で
開
催

第
２
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
向
け
て

ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
長

大
山　

寛

２
月
28
・
29
日
、

つ
く
ば
・
千
葉
大
植
物
工
場
拠
点
の

視
察
も
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催
す
る
「
施
設
園
芸
・
植
物

工
場
展
（
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）」（
７

月
25
日
〜
27
日
、
東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
で
開
催
）
を
見
学

し
ま
す
。
詳
細
は
全
野
研
ニ

ュ
ー
ス
第
４
号
＝
平
成
24
年

４
月
発
行
予
定
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
（
全
野
研
）
の
第
57
回
全

国
大
会
は
、
平
成
24
年
７
月

24
日
・
25
日
、
千
葉
県
浦
安

市
舞
浜
（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
）
で
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
25
日
に
は
、

㈳
日
本
施
設
園
芸
協
会
が
主

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
は
８
月
30
・
31
日
の
両

日
、
静
岡
市
で
〝
安
全
・
安

心
野
菜
を
全
国
に
！　

が
ん

ば
ろ
う
日
本
の
野
菜
〞
を
テ

ー
マ
に
第
56
回
目
の
全
国
大

会
・
静
岡
大
会
を
開
催
、
全

国
の
野
菜
生
産
者
４
０
０
名

が
参
加
し
成
功
裏
に
終
え
ま

し
た
。

　
「
生
産
技
術
向
上
を
目
指

し
て
」
が
テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
イ
チ

ゴ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
宅
配
・

直
売
・
加
工
品
販
売
に
加
え

て
農
園
カ
フ
ェ
経
営
を
開
始

し
た
な
か
じ
ま
園
（
静
岡
市
）

の
中
嶌
正
子
氏
、
ト
マ
ト
の

家
族
経
営
で
高
級
ス
ー
パ
ー

と
の
契
約
販
売
を
中
心
に
農

産
物
直
売
所
や
Ｊ
Ａ
共
販
で

販
売
を
行
う
白
井
農
園
（
函

南
町
）
の
白
井
静
夫
氏
、
周

年
生
産
可
能
な
葉
ネ
ギ
を
導

入
し
調
製
作
業
の
外
部
化
や

農
協
出
荷
で
生
産
量
増
大
を

図
る
グ
リ
ー
ン
オ
ニ
オ
ン

（
浜
松
市
）
の
河
合
正
博
氏
、

Ｊ
Ａ
前
橋
市
赤
城
南
麓
き
ゅ

う
り
協
議
会
で
「
後
継
者
に

安
心
し
て
譲
れ
る
経
営
」
を

目
指
し
て
家
族
＋
周
年
雇
用

経
営
で
96
ａ
の
キ
ュ
ウ
リ
年

２
作
経
営
を
行
う
橋
本
正
勝

氏
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

白
井
氏
は
「
野
菜
も
果
物

と
同
様
に
美
味
し
く
な
け

れ
ば
売
れ
な
い
。
特
徴
が
な

け
れ
ば
売
り
込
む
こ
と
が
難

し
い
」「
お
客
さ
ん
の
信
頼

が
あ
り
ス
ー
パ
ー
と
15
年
以

上
の
取
引
が
続
い
て
い
て
い

る
。
従
業
員
も
替
わ
っ
た
が
、

目
配
り
の
利
く
生
産
規
模
、

家
族
経
営
で
今
後
も
続
け
て

行
く
」
と
話
し
、「
自
分
が

生
産
し
た
収
穫
物
を
全
て
販

売
す
る
た
め
の
努
力
と
力
量

が
経
営
を
大
き
く
左
右
し
、

楽
し
い
農
業
を
実
現
す
る
と

思
う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
河

合
氏
の
経
営
に
つ
い
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
堀

内
正
美
静
岡
県
農
林
技
術
研

究
所
研
究
統
括
監
は
「
葉
ネ

ギ
は
労
働
時
間
に
占
め
る
調

製
時
間
が
非
常
に
大
き
い
。

普
通
は
調
製
作
業
の
効
率
化

を
考
え
る
が
、
河
合
さ
ん
は
、

栽
培
技
術
を
高
め
て
揃
っ
た

も
の
を
生
産
す
る
こ
と
で
調

製
作
業
の
効
率
化
を
達
成
す

る
と
い
う
経
営
全
体
を
見
た

発
想
に
感
心
し
た
」
と
コ
メ

ン
ト
。

 2月28日㈫ 

　10：00 開場、機器資材展見学

　12：00 受付開始

　13：00～13：15 開　会　主催者挨拶

 　　　　来賓挨拶：農林水産省、茨城県

　13：15～14：15 【特別講演】

 「夢のある施設園芸経営を目指して」

 千葉大学　元学長　古在 豊樹 氏

　14：15～14：45 「植物工場実証・展示・研修事業　千葉大学拠点の概要」
 千葉大学大学院　園芸学研究科　准教授　丸尾 　達 氏

　14：45～15：15 「植物工場実証・展示・研修事業　農研機構の概要」
 農研機構　野菜茶業研究所　上席研究員　鈴木 克己 氏

　15：15～16：00 展示見学・休憩

　16：00～18：30 【事例発表・パネルディスカッション】

 「高品質・高収益経営を目指して」

  事例発表者 トマト生産者（栃木県小山市）　神保 謙太郎 氏

 トマト生産者（神奈川県厚木市）　西山 賢一 氏

 キュウリ生産者（茨城県古河市）　粕谷 政輝 氏

  助　言　者 千葉大学准教授　丸尾 　達 氏

 野菜茶業研究所　上席研究員　鈴木 克己 氏

 ＭＫＶドリーム㈱技術顧問　稲山 光男 氏

 板木技術士事務所　所長　板木 利隆 氏

  コーディネーター 茨城県農業総合センター園芸研究所長　鈴木 雅人 氏

　18：30 閉　会

　18：45～20：30 交流・懇親会

 2月29日㈬ 

　 9：00～10：30 植物工場実証・展示・研修事業　農研機構（つくば）の見学

　10：30～15：00 植物工場実証・展示・研修事業　千葉大学拠点の見学

　15：00 解　散

第2回 トマト・キュウリサミット
in  つくば　日  程

全
国
大
会
は
千
葉
県
・

舞
浜（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
）で

平
成
24
年
７
月
24
日
・
25
日

25
日
は
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展

（
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）を
見
学

„
が
ん
ば
ろ
う
日
本
の
野
菜
“を
テ
ー
マ
に

静
岡
市
で
全
国
大
会
開
催

イ
チ
ゴ
・
ト
マ
ト
・
葉
ネ
ギ
・
キ
ュ
ウ
リ
の

経
営
者
が
生
産
技
術
向
上
で
討
議
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２
０
１
１
年
10
月
31
日
に

行
っ
た
全
野
研
ト
マ
ト
・
キ

ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員

会
の
千
葉
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ

ス
植
物
工
場
（
以
下
、
千
葉

大
植
物
工
場
）
の
見
学
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。
千
葉
大

植
物
工
場
で
は
、「
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」
と
い
う
単
位
で

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に

は
複
数
の
企
業
や
団
体
が
参

加
し
、
施
設
や
設
備
を
共
有

し
、
共
同
の
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
入
り
口
に
は
、
そ
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
所
属
す
る
企

業
、
団
体
を
表
記
し
た
案
内

板
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す

（
写
真
❶
）。
場
内
に
は
そ
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
ト
マ
ト

で
５
施
設
、
レ
タ
ス
で
２
施

設
存
在
し
、
協
調
的
競
争
環

境
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
前
述
の
７
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
他
に
、
作
物
生
産
だ

け
で
は
な
く
植
物
工
場
の
新

た
な
価
値
創
造
を
志
向
す

る
「
街
中
植
物
工
場
コ
ン
ソ

ー
ジ
ア
ム
」、
前
述
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
共
通
的
課
題

を
領
域
横
断
的
に
解
析
・
研

究
・
開
発
す
る
「
領
域
横
断

型
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
配

置
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
目
的
達
成
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
５
つ
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
我
々
が
見
学

し
た
順
に
紹
介
し
ま
す
。
は

じ
め
に
㈱
大
仙
が
主
に
参
加

す
る
「
Ｄ
・
ト
レ
イ
低
段
密

植
栽
培
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

で
す
。
Ｄ
ト
レ
イ
と
は
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
Ｄ
」
の
形

を
し
た
樹
脂
製
の
連
結
育
苗

ト
レ
イ
で
、
ト
レ
イ
一
区
画

の
容
積
は
２
５
０
㎖
と
少
な

く
、
そ
こ
に
土
で
は
な
く
専

用
の
培
地
を
設
置
し
育
苗
し

ま
す
（
写
真
❷
）。
Ｄ
ト
レ

イ
の
利
用
は
育
苗
に
留
ま
ら

ず
、
本
栽
培
法

の
目
標
段
数

で
あ
る
「
３

段
」
収
穫
終
了

時
ま
で
Ｄ
ト
レ

イ
で
栽
培
し
ま

す
（
写
真
❸
）。

こ
れ
に
よ
り
企

業
的
経
営
の
導

入
に
適
し
た
低

コ
ス
ト
生
産
シ

ス
テ
ム
の
確
立

を
目
的
と
し

て
、
Ｄ
ト
レ
イ

に
よ
る
生
産
性

向
上
、
低
コ
ス

ト
温
室
の
使
用

に
よ
る
導
入
コ

ス
ト
低
減
、
少

人
数
で
の
栽
培

管
理
、
と
い
っ

た
点
を
重
視
し

て
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

次
に
Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド
リ
ー
ム
㈱

が
主
に
参
加
す
る
「
減
農
薬

多
収
型
１
段
移
動
・
高
密
度

栽
培
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

す
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

で
は
減
農
薬
、
短
期
多
回
転

に
主
眼
を
置
い
た
栽
培
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
設
備
が
苗
テ
ラ
ス
（
写

真
❹
）
や
移
動
ベ
ン
チ
（
写

真
❺
）
で
す
。
苗
テ
ラ
ス
は

本
葉
３
枚
半
の
ト
マ
ト
苗
を

周
年
18
日
程
度
で
育
成
で
き

る
密
閉
型
の
育
苗
施
設
で

す
。
移
動
ベ
ン
チ
は
ト
マ
ト

の
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ

て
ハ
ウ
ス
内
の
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
活
用
で
き
、
単
収
ア
ッ

プ
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
高

密
植
時
の
補
光
も
行
っ
て
い

ま
す
（
写
真
❻
）。
ま
さ
に

植
物
工
場
と
呼
ぶ
に
相
応
し

い
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

続
い
て
Ｊ
Ａ
全
農
が
主
に

参
加
す
る
「
次
世
代
型
ト

マ
ト
生
産
シ
ス
テ
ム
」
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
す
。
こ
こ
の

特
徴
は
１
０
，０
０
０
本
／

10
ａ
と
い
う
超
高
密
植
で
す

（
写
真
❼
）。「
ト
マ
ト
１
段

密
植
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
、
地
上
70
㎝
に
設
置

さ
れ
た
改
良
型
Ｎ
Ｆ
Ｔ
ベ
ッ

ト
に
驚
く
べ
き
高
密
植
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
１
作
が
90

日
前
後
で
、
年
間
４
回
作
付

け
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
導
入
品
種
も
低
段
密
植

栽
培
好
適
品
種
「
賛
美
」
と

摘
心
・
脇
芽
か
き
不
要
な
省

力
型
品
種
「
す
ず
こ
ま
」
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
前
述
の

「
減
農
薬
多
収
型
１
段
移
動
・

高
密
度
栽
培
」

コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
同
様
、
苗
テ

ラ
ス
で
育
苗
し

た
苗
を
使
用
し

ま
す
。

　

イ
ワ
タ
ニ
ア

グ
リ
グ
リ
ー
ン
㈱
が
主
に
参

加
す
る
「
ト
マ
ト
長
段
密
植

栽
培
」
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は

ス
プ
レ
イ
ポ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
た
稀
有
な
方
式

で
す
。
ス
プ
レ
イ
ポ
ニ
ッ
ク

と
は
無
培
地
循
環
噴
霧
水
耕

で
あ
り
、
密
閉
し
た
ベ
ン
チ

に
養
液
を
噴
霧
す
る
栽
培
方

式
で
す
（
写
真
❽
）。
窒
素

肥
料
を
必
要
最
小
限
だ
け
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

葉
面
積
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

密
植
を
可
能
に
し
ま
す
。
こ

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
ハ

イ
ワ
イ
ヤ
ー
方
式
で
誘
引

し
、
４
，０
０
０
本
／
10
ａ

の
密
度
で
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

㈱
誠
和
が
主
に
参
加
す

る
「
統
合
環
境
制
御
に
よ
る

生
産
性
向
上
」
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
は
、
文
字
通
り
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
内
を
総
合
的
に
徹

底
し
て
環
境
制
御
し
て
い
ま

す
。
光
を
作
物
に
届
け
る
た

め
に
被
覆
材
に
こ
だ
わ
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
面
に
白
色

フ
ィ
ル
ム
を
敷
き
、
骨
材
支

柱
を
白
に
塗
装
し
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
２

施
用
の
際
に
発

生
す
る
熱
を
蓄
熱
し
、
地
面

に
這
わ
せ
た
温
湯
パ
イ
プ
で

暖
房
に
利
用
し
ま
す
。
ハ
ウ

ス
軒
高
は
５
ｍ
と
高
く
、
オ

ラ
ン
ダ
系
の
長
期
穫
り
品
種

の
ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘
引
を
可

能
に
し
て
い
ま
す
（
写
真

❾
）。
培
地
は
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
で
、
環
境
制
御
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
は
マ
キ
シ
マ
イ
ザ

ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
こ
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
で
は
徹
底
的
に
総
合

環
境
制
御
を
追
及
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
50
ｔ
／
10
ａ
の
収

量
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
大
植
物
工
場
内
に
あ

る
５
つ
の
ト
マ
ト
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
は
、
既
存
の
ト
マ
ト

栽
培
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

施
設
・
設
備
の
使
用
法
を
工

夫
し
、
栽
培
管
理
を
工
夫
し
、

様
々
な
視
点
か
ら
ト
マ
ト
栽

培
を
科
学
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
ど
れ
も
目
に
新
し
く

革
新
的
で
、
複
数
の
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
が
協
調
的
競
争
環

境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
に

よ
り
意
欲
的
に
研
究
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
は

我
々
生
産
者
に
と
っ
て
良
質

の
刺
激
で
あ
り
、
今
後
の

我
々
の
戦
略
的
リ
ソ
ー
ス
に

成
り
え
る
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

な
に
か
と
勉
強
不
足
な
の

で
、
植
物
工
場
と
聞
い
て
人

工
光
型
の
葉
物
生
産
し
か
イ

メ
ー
ジ
出
来
な
か
っ
た
私
、

今
回
初
め
て
千
葉
大
の
太
陽

光
型
植
物
工
場
を
見
学
し
て

驚
き
ば
か
り
で
し
た
。

　

ト
マ
ト
栽
培
施
設
が
５

棟
、
う
ち
長
段
栽
培
２
棟
、

低
段
密
植
３
棟
で
私
の
作
型

と
は
ま
る
で
違
う
栽
培
ば
か

り
。
ハ
ウ
ス
は
無
数
の
セ
ン

サ
ー
で
自
動
管
理
さ
れ
た
最

新
施
設
、
敷
地
内
に
は
選
果

場
、
残
さ
再
利
用
施
設
と
ま

さ
に
『
植
物
工
場
』。

　

各
施
設
が
各
メ
ー
カ
ー
の

栽
培
シ
ス
テ
ム
の
実
証
と

な
っ
て
お
り
、
ま
る
で
シ
ス

テ
ム
の
展
示
場
の
よ
う
で
し

た
。
今
ま
で
は
、
資
料
で
し

か
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
栽

培
シ
ス
テ
ム
が
目
の
前
で
稼

働
し
て
い
て
、
実
際
の
様
子

が
見
学
出
来
た
の
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
各

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す

る
上
で
は
こ
れ
以
上
の
資
料

は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
施
設
の
稼
働
が
今
年

の
４
月
か
ら
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
今
回
の
見
学
で
は
各

施
設
の
細
か
な
デ
ー
タ
な
ど

は
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
…
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
を
考
え
て

な
い
と
し
て
も
、
今
あ
る
最

新
の
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
『
知

る
』
だ
け
で
今
ま
で
と
少
し

違
う
『
何
か
』
が
こ
れ
か
ら

を
変
え
て
く
れ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
千
葉
大
の
植

物
工
場
に
は
太
陽
光
型
だ
け

で
は
な
く
、
人
工
光
型
の
レ

タ
ス
栽
培
シ
ス
テ
ム
も
２
棟

あ
り
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
と
結

球
レ
タ
ス
の
２
種
類
の
栽
培

シ
ス
テ
ム
を
見
学
出
来
ま
し

た
。

　

人
工
光
型
結
球
レ
タ
ス
栽

培
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
驚

き
ま
し
た
。

　

他
に
、『
街
中
植
物
工
場
』

な
ど
こ
れ
か
の
『
植
物
工
場
』

を
感
じ
ら
れ
る
施
設
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
『
農
業
』

を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
学
は
、
個
人
経

営
で
も
法
人
経
営
で
も
こ
れ

か
ら
を
考
え
る
時
の
い
い
材

料
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

  

栃
木
県
宇
都
宮
市

長
嶋 

智
久

  

新
潟
県
新
潟
市

成
田 

稔
雄

こ
れ
か
ら
の
経
営
を
考
え
る
い
い
材
料

植
物
工
場

見
学
記

われわれ生産者に良質の刺激

❶

❸❹

❷

❺

❻

❼

❽❾

植
物
工
場

見
学
記
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湿
性
を
持
つ
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル

コ
ー
ル
（
略
し
て
Ｐ
Ｖ
Ａ
）
を

原
料
と
し
た
ハ
ウ
ス
内
張
り
カ

ー
テ
ン
フ
ィ
ル
ム
。
特
徴
と
し

て
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
霧
・
モ
ヤ

を
フ
ィ
ル
ム
が
吸
収
し
、
多
湿

や
過
湿
に
よ
る
病
害
を
抑
制

し
、
ま
た
高
い
保
温
性
が
あ
る

の
で
内
張
り
カ
ー
テ
ン
に
最
適

な
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

ダ
イ
オ
化
成
㈱

　

遮
光
・
遮
熱
資
材
で
あ
る
ダ

イ
オ
ネ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
、
そ
の

中
で
も
白
色
系
の
『
ク
ー
ル
ホ

ワ
イ
ト
カ
ル
ク
ー
ル
』
を
中
心

に
展
示
。
そ
の
他
に
も
夏
場
の

暑
さ
対
策
作
業
用
シ
ー
ト
『
納

涼
シ
ー
ト
』
や
防
虫
ネ
ッ
ト
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
、
防
草

用
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
も
展
示
。

　

更
に
は
、
ハ
ウ
ス
内
張
り
カ

ー
テ
ン
資
材
ハ
イ
ブ
レ
ス
シ
リ

ー
ズ
や
露
地
野
菜
向
け
保
温
・

防
霜
べ
た
掛
け
資
材
『
ベ
タ
ロ

ン
』
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
写
真
に
つ
い
て
は
】
ハ
イ
ブ

レ
ス
シ
リ
ー
ズ
は
、
吸
水
・
透

け
負
う
。
本
体
は
組
立
済

（
ジ
ョ
イ
ン
ト
金
具
４
個

別
途
ご
用
意
）。

東
都
興
業
㈱

　

ツ
マ
面
換
気
装
置
の

『
ニ
ュ
ー
ツ
マ
ソ
ー
』（
幅

１
，３
０
０
㎜
×
高

さ
６
０
０
㎜
）。
ヒ

モ
を
引
く
だ
け
で
無

段
階
の
開
閉
が
出

来
る
。
天
候
に
応
じ

た
よ
り
細
や
か
な
調

整
が
可
能
。
防
虫
ネ

ッ
ト
は
専
用
ア
ル
ミ

枠
を
利
用
し
簡
単
取

り
付
け
。
防
虫
ネ
ッ

ト
の
受
注
生
産
も
請

介
。
病
害
で
は
、
疫
病
・

べ
と
病
を
中
心
に
新
規

剤
の
『
フ
ォ
リ
オ
ゴ
ー
ル

ド
』、『
レ
ー
バ
ス
フ
ロ
ア

ブ
ル
』、
果
菜
類
に
発
生

す
る
様
々
な
重
要
病
害
に

高
い
効
果
を
示
す
『
ア
ミ

ス
タ
ー
オ
プ
テ
ィ
フ
ロ
ア

ブ
ル
』
を
紹
介
。

   

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ

ジ
ャ
パ
ン
㈱

　

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ 

ジ
ャ

パ
ン
㈱
で
は
野
菜
栽
培
で

特
に
問
題
視
さ
れ
る
ア
ブ

ラ
ム
シ
類
、
ハ
モ
グ
リ
バ

エ
類
に
高
い
効
果
を
示
す

『
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
・
顆
粒

水
溶
剤
』、
チ
ョ
ウ
目
害

虫
に
卓
効
を

示
す
『
ア
フ

ァ
ー
ム
エ
ク

セ
ラ
顆
粒
水

和
剤
』
を
紹

％
。
果
実
は
１
０
０
ｇ
で

20
〜
21
㎝
。
首
か
ら
尻
ま

で
形
整
い
、
極
濃
緑
色
で

光
沢
良
好
。
ト
ゲ
中
位
。

歯
切
れ
良
く
食
感
良
好
で

あ
る
。

㈱
埼
玉
原
種
育
成
会

　
『
極
光
６
０
７
』

　

褐
斑
病
に
極
め
て
強
い

耐
病
性
を
持
ち
、
防
除
の

労
力
を
軽
減
で
き
る
。
初

期
か
ら
力
強
く
生
育
し
、

摘
芯
作
業
が
単

純
化
で
き
草
勢

維
持
も
容
易
。

適
作
型
は
ハ
ウ

ス
９
月
〜
３
月

播
き
。
雌
花
率

　

主
枝
60
〜
70

％
（
11
月
〜
３

月
播
き
）、
側

枝
率
以
降
80

使
用
し
た
ス
リ
ム
ホ
ワ
イ

ト
・
サ
ン
サ
ン
カ
ー
テ
ン

（
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
）
な
ど
、

暑
い
夏
場
の
ハ
ウ
ス
環
境

に
快
適
性
を
提
供
す
る
新

商
品
を
紹
介
。

日
本
ワ
イ
ド
ク
ロ
ス
㈱

　
「
す
こ
や
か
な
農
業
を

念
じ
て
」
を
企
業
理
念
に
、

食
の
安
全
・
安
心
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
農
業
資
材
を
Ｐ
Ｒ
。

　

防
虫
サ
ン
サ
ン
ネ

ッ
ト
・
防
草
ア
グ
リ

シ
ー
ト
を
始
め
、
施

設
内
高
温
対
策
へ

の
遮
熱
ネ
ッ
ト
『
ら

〜
く
ら
く
ス
ー
パ
ー

ホ
ワ
イ
ト
』
シ
リ
ー

ズ
・
デ
ュ
ポ
ン
＆
＃

８
４
８
２
：
タ
イ
ベ

ッ
ク
＆
ｒ
ｅ
ｇ
：
を

・
ミ
ネ
ラ
ル
肥
料　
『
か

き
が
ら
一
番
』

・
微
生
物
液
肥　
『
ト
ッ

プ
ハ
ー
ベ
ス
ト
』

・
魚
粕
入
り
肥
料　
『
ベ

テ
ラ
ン
７
７
５
』

・
亜
リ
ン
酸
液
肥　
『
菜

彩
』

埼
玉
農
工
幾
料
販
売
㈱

　

有
機
質
肥
料
・
液
肥
・

葉
面
散
布
剤
の
展
示

・
微
量
要
素
液
肥　
『
サ

ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
ネ

オ
』

・
酒
粕
入
り
堆
肥　
『
コ

ー
ジ
く
ん
本
生
ペ
レ
ッ

ト
』

・
金
属
を
使
用
し
て
い
な

い
の
で
、
サ
ビ
が
な
く

清
潔
感
が
あ
り
ま
す
。

・
見
落
と
し
し
な
い
様

に
、
本
体
の
色
を
赤
色

に
し
ま
し
た
。

ナ
ス
ニ
ッ
ク
ス
㈱

　
『
き
ゅ
う
り
ク
リ
ッ
プ

   　
　
　
　
　

 

さ
や
か
』

・
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
に
欠

か
す
事
の
出
来
な
い
側

枝
の
誘
引
を
簡
単
に
抑

え
る
事
が
出
来
ま
す
。

・
先
端
に
抑
え

部
と
フ
ッ
ク

が
付
い
て
い

る
の
で
、
側

枝
を
確
実
に

留
め
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

じ
て
２
種
類
の
サ
イ
ズ
か

ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
。
根
鉢
の
直
径
４
㎝
：

ア
ー
ス
40
。
根
鉢
の
直
径

５
㎝
：
ア
ー
ス
50
。

ベ
ル
グ
ア
ー
ス
㈱

・
商
品
名
：『 

ア
ー
ス
ス
ト

レ
ー
ト
苗
』

　

ア
ー
ス
ス
ト
レ
ー
ト
苗

の
最
大
の
特
徴
は
、
根

鉢
を
生
分
解
性
の
不
織
布

で
包
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
ま
ま
植
え
ら
れ

る
の
で
、
定
植
の
手
間
を

省
け
ま
す
。
根
鉢
ス
ペ
ー

ス
も
少
な
く
輸
送
コ
ス
ト

を
大
幅
カ
ッ
ト
。
廃
棄
ポ

ッ
ト
も
出
な
い
環
境
志
向

の
優
し
い
苗
。
用
途
に
応

種
『
ビ
バ
・
パ
プ
リ
コ
ッ

ト
』、
③
高
糖
度
パ
プ
リ

カ
『
ガ
ブ
リ
エ
ル
』

日
本
デ
ル
モ
ン
テ
㈱

　

ト
マ
ト
と
パ
プ
リ
カ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
苗
限

定
販
売
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。
高
付
加
価
値
商

品
に
よ
る
差
別
化
販
売
に

お
役
立
て
下
さ
い
。

　

新
規
産
地
化
あ
る
い
は

産
地
育
成
を
ご
検
討
の

方
、
お
声
か
け
下
さ
い
。

　

①
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
系

大
玉
品
種
『
ぜ
い
た
く
ト

マ
ト
』、
②
国
産
・
量
販

店
向
け
小
型
パ
プ
リ
カ
品

効
成
分
の
相
乗
効
果
に
よ

り
作
物
の
活
力
向
上
・
土

づ
く
り
な
ど
サ
プ
リ
メ
ン

ト
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

片
倉
チ
ッ
カ
リ
ン
㈱

　
『
ソ
イ
ル
サ
プ
リ
エ
キ

ス
』
は
有
機
農
産
物
Ｊ
Ａ

Ｓ
規
格
別
表
１
適
合
の
有

機
１
０
０
％
の
ア
ミ

ノ
酸
・
有
機
酸
強
化

濃
縮
液
で
す
。
当
資

材
は
、
ア
ミ
ノ
酸
に

よ
る
作
物
の
生
育
向

上
・
品
質
向
上
と
有

機
酸
に
よ
る
土
壌
の

ミ
ネ
ラ
ル
や
り
ん
酸

の
吸
収
促
進
が
期
待

で
き
ま
す
。
各
種
有

稲
、
野
菜
、
果
樹
な
ど
多

く
の
作
物
で
病
害
軽
減
や

生
育
促
進
、
食
味
向
上
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

㈱
ノ
ザ
ワ

　

ミ
ネ
ラ
ル
肥
料

　
　
　

 

『
マ
イ
ン
マ
グ
』

　

苦
土
と
ケ
イ
酸
が
主
成

分
の
マ
イ
ン
マ
グ
。

代
表
的
な
ケ
イ
酸

資
材
と
比
べ
、
３

倍
以
上
、
ケ
イ
酸

が
水
に
溶
け
、
作

物
に
吸
収
さ
れ
や

す
い
資
材
で
す
。

他
に
も
多
種
類
の

微
量
要
素
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
水

　
「
透
明
」「
黒
」
に
加
え

「
銀
ネ
ズ
タ
イ
プ
」
が
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
。

　

更
に
様
々
な
有
孔
加
工

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
『
カ
エ
ル
ー
チ
』
は
全
て
受

注
生
産
品
で
す
。

Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド
リ
ー
ム
㈱

　

生
分
解
マ
ル
チ

　
　
　
『
カ
エ
ル
ー
チ
』

　

Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド
リ
ー
ム
の
マ

ル
チ
フ
ィ
ル
ム
『
カ
エ
ル

ー
チ
』
は
、
性
能
と
コ
ス

ト
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
生

分
解
マ
ル
チ
で
す
。

　

展
張
時
の
強
度
と
し
な

や
か
さ
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

優
れ
、
分
解
性
や
栽
培
性

に
つ
い
て
も
〝
安
心
し
て

使
用
で
き
る
生
分
解
マ
ル

チ
〞
で
す
。

　

全
野
研
青
年
部
の
加
藤
浩

さ
ん
（
埼
玉
県
・
北
本
市
）

ら
が
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
行
っ

た
「
真
っ
赤
な
誘
惑 

北
本

ト
マ
ト
カ
レ
ー
」
が
11
月
末

に
同
市
で
行
わ
れ
た
「
第
９

回
埼
玉
Ｂ
級
グ
ル
メ
王
決
定

戦
」
で
第
一
位
の
グ
ル
メ
王

に
輝
い
た
。

　

地
域
の
特
産
品
に
「
ト
マ

ト
」
を
掲
げ
る
同
市
が
市

制
40
周
年
記
念
の
一
環
で
行

っ
た
グ
ル
メ
開
発
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
優
秀
に
選
ば
れ
、
埼

玉
県
内
各
地
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

36
点
と
と
も
に
決
定
戦
に
参

加
。
来
場
者
７
万
人
の
投
票

に
よ
り
選
ば
れ
た
。

　

北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー
は
、

①
す
り
お
ろ
し
た
ト
マ
ト
を

加
え
て
炊
い
た
ご
飯
、
②
ト

マ
ト
を
入
れ
て
煮
込
ん
だ
赤

い
カ
レ
ー
ル
ー
、
③
ト
マ
ト

を
使
っ
た
ト
ッ
ピ
ン
グ
が
特

徴
。
決
定
戦
で
販
売
さ
れ
た

カ
レ
ー
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
、

調
理
用
ト
マ
ト
を
豚
バ
ラ
肉

で
巻
き
、
油
で
揚
げ
た
ト
マ

ト
カ
ツ
。
来
場
者
か
ら
「
ト

マ
ト
の
カ
ツ
は
、
お
弁
当
の

お
か
ず
に
も
使
え
る
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
「
作
っ
た
ト

マ
ト
が
カ
レ
ー
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
多
く
の
人
に
喜
ん
で

も
ら
い
嬉
し
い
。
ト
マ
ト
カ

レ
ー
を
食
べ
に
北
本
へ
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ

れ
か
ら
も
ト
マ
ト
作
り
を
頑

張
り
ま
す
」
と
話
し
た
。

第56回 全野研静岡大会
各社の展示から

トマトづくしのカレーが
埼玉県Ｂ級グルメ王に
トマトづくしのカレーが
埼玉県Ｂ級グルメ王に

第56回 全野研静岡大会
各社の展示から


